
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月 火 水 木 金 土 

         

 

  ３０    特④ 

図師っ子まつり 

（給食なし） 

１ 

振替休業日 

２    学⑥ 

安全指導 

水泳指導始 

給食費引き落とし日 

３    特④ 

特別時程 

４      ⑥ 

給食委員会集会 

５    特⑤ 

特別時程 

放課後英語教室 

６ 

８      ⑤ 

全校朝会 

 

９    学⑥ 

 

１０    モ⑤ 

 

１１     ⑥ 

たてわり班活動 

避難訓練 

１２     モ⑤ 

放課後英語教室 

 

１３ 

１５    ⑤ 

全校朝会 

教育実習終 

１６   学⑥ １７    モ④ １8     ⑥ 

体育委員会集会 

１９     特⑤ 

特別時程 

２０ 

 

２２     学⑤ 

 

２３   学⑥ 

歯科保健指導 

２４    モ⑤ 

 

２５      ⑥ 

ゲーム集会 

２６   モ⑤ 

 

２７ 

２９     ⑤ 

全校朝会 

30    学⑥ 

農家見学（予定） 

7/１    モ⑤ 

安全指導 

２       ⑥ 

美化委員会集会 

避難訓練 

３    モ⑤ 

 

４ 

 梅雨の季節が近づいてきました 

日差しが強くなり、一日一日と日ごとに夏が近づいているのを感じます。子供たちは一層元

気に外に出て遊ぶ姿を見せています。先日はご多用の中、学校公開にご来校いただき、ありが

とうございました。子供たちは、初めての授業参観だとはりきっていました。それぞれでがん

ばっている子供たちの様子をご覧いただけたのではないかと思います。 

さて、明日は「図師っこまつり」があります。今年度は、初めてお店を開きます。学年合同

で３つのお店に分かれて活動します。各店舗の店長さん、副店長さんも決まり、仕事の役割分

担をしたり材料を集めたりして、本番に向けてはりきっている 3 年生です。当日はぜひご来場

ください。 

 

 

 

６月の行事予定 
※「モ」「計」…8：20からの１５分間。 
「モ」は漢字・言語モジュールが、「学」はズシ学タイムがあります。 

 

令和８年５月２９日 

町田市立図師小学校 

３学年だより ６月号 

第３学年担任 

 



６月の学習予定 

★お知らせとお願い★ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国 語 
気もちをこめて「来てください」 漢字の広場 まいごのかぎ 

俳句を楽しもう こそあど言葉をつかいこなそう 引用するとき   

社 会 市の様子 農家の仕事 

算 数 たし算とひき算 ふりかえろうつなげよう 表とグラフ 

理 科 チョウを育てよう 植物を育てよう 風やゴムの力 

音 楽 リコーダーのひびきに親しもう 

図 工 ペタンペタンハウス 

体 育 体力テスト 鉄棒運動 水泳 プレルボール 

道 徳 よりよい学校生活、集団生活の充実 友情、信頼 善悪の判断、自立、自由と責任 

総 合 かいこを育てよう  

外国語 How many? 数えてあそぼう  I like blue．すきなものをつたえよう 

   ✍ 持ち物には全てに記名をしましょう。✍

    

 

 

◆図師っ子まつり◆ 

５月３０日（土）図師っこまつり 

４時間授業(給食なし) 

 

図師っこまつりは、全校で実施します。 

「３年 わくわくフェスティバル」 

店 1（３－２） スノードーム作り 

店２（３－２） くじ引き 

店３（３－１） クレーンゲーム 

店４（３－１） スタンプラリー 

（裏面に続く） 

◆水泳指導が始まります◆ 

6 月９日（月）より水泳指導を行います。３年生は、月曜日の１・２時間目と木曜日の

５・６時間目が指導日になります。 

水泳帽子、プールカード、タオルを忘れると入れません。プールカードに検温、おうちの

方のサインが記入されてなくても入れません。（連絡帳へ同内容が記載されている場合は

可） 

詳細は、先日配布された「水泳指導のお知らせ」にてご確認ください。 

 

 

◆農家見学について◆ 

日時 ６月３０日（火）予定 

持ち物 水筒 帽子 

 社会科の学習で町田市の農家について

学習をします。仕事の様子や工夫、大変さ

などを、実際に農家の方からお話を伺いま

す。暑さが心配されますので、熱中症対策

にご協力お願いします。 

https://www.google.com/url?esrc=s&q=&rct=j&sa=U&url=https://www.demachi.ne.jp/gakko/shogakko/WEB-0050583-C.html&ved=2ahUKEwjnoJWY6rX-AhUEm1YBHeseDmcQqoUBegQIAxAB&usg=AOvVaw3Nrjbqppc8CaSMo5BgGOPN


 

 

 

 
◆総合「かいこを育てよう」について◆ 

現在、３年生では、総合的な学習の時間において、カイコの飼育を行っています。今後、生育

段階に合わせて児童一人一人にカイコのお世話をしてもらう予定です。つきましては、週末にカ

イコとカイコのえさとなる桑の葉を各ご家庭に持ち帰り、えさやりとそうじをすることになりま

すのでよろしくお願いいたします。ご理解、ご協力お願いいたします。 

☆ 桑の葉のやり方 

・1 日 2 回程度、桑の葉を２～３枚ずつあげる。（桑の葉は軽く水で洗い流し、水分をよく

拭きとってください。水分が残っているとカイコが弱ってしまうことがあります。） 

※くわの葉は、ラップに包んだりジップロックに入れたりして冷蔵庫に入れておくとよいで

す。 

 

☆ そうじの仕方 

1 日 1 回行う。 

① 新しい桑の葉に、カイコをうつす。 

② 古い桑の葉とカイコのふん、下にしいてある紙を捨てる。 

③ 新しい紙をはこにしく。 

④ カイコと新しい桑の葉（２～３枚程度）をはこに入れる。 

 

※カイコが眠（みん：頭をあげて動かない状態）の場合は、十分に注意してえさやり・

掃除を行います。（そーっと。そーっと動かす。） 

※できるだけ、カイコにさわらないようにしてください。 

※カイコは、直射日光に当たらないところに置いてください。 

 

資料 

養蚕の歴史は、約 5000 年前の中国が始まりと言われています。絹織物は、中国の貴族だけが

求められる貴重な高級品でしたが、絹の美しさにひかれた人々は、その絹を求めて中国へ交易に

行ったといいます。その交易路を「シルクロード・絹の道」と言ったのです。「絹の道」は「ロー

マから奈良まで」という説もあるぐらい広範囲にわたり、多くの国々に養蚕技術を広めました。

日本の生糸は、長野方面から八王子、町田を通り、横浜港から世界へと輸出されました。生糸は

馬や人力により八王子から南下し、「遣水峠」を越え、田端、小山を抜け、境川沿いに原町田に出

て横浜港へと向ったといいます。日本は、世界最大の蚕糸国となり高品質な生糸を欧米諸国へ輸

出し、日本の近代化を支えました。 


